
平成 29年度 SD活動の一環 

  

内 容 地域交流会：地域住民の方々から意見を聴取し、地域貢献できることを検討する。 

日 時 平成 29年 9月 29日（金）13:00〜14:00 

場 所 宮崎国際大学 1-201 

進 行 事務局長 河野 豪 

出席者 ８人（地区住民 2人、大学 6人） 

議 事 内 容 

１．出席者紹介 

出席者が各自、自己紹介を行った。 

 

２．学長挨拶 

 本日来学いただいたことに感謝を述べ、地域住民の方々の意見を聞き、地域に貢献できるこ

とを考えたい旨を伝えた。 

 

３．大学紹介と近況報告 

 宮崎国際大学の目指していることや特徴などを別紙資料をもとに説明した。 

 また、近況報告については、高等教育加速プログラム（ＡＰ事業）11/25 シンポジウム開催

についてと、6月に実施した英語教育フォーラムについて説明した。 

 追加として、10/21・22の大学祭について説明した。 

 

４．意見交換 

○生涯教育についてニーズについて 

 ・英語の初級者向けの講座を希望する。 

（外国人客向けに少しでも対応したいので、高度なものでなく初心者向けを） 

 ・教育学部関係：音楽関係は生涯教育では実施しているか？ 

→昨年は子育て支援で実施している。 

○中野地区の状況について 

 ・上中野（Yショップ以北加納小近くまで）と 

下中野（看護大手前の信号 7＆11まで）では、状況が異なる。 

 ・上中野地区は、市街化調整区域なので、外部からの転居で若い人もいる。 

幼稚園生や小学生も集まってワイワイできる催しも計画して欲しい。 

地域の催しにも参加が少なく、若い人が盛り上がらないと駄目。区長になる人もいない。 

男性より女性が積極的である。 

   （50世帯 100人 お年寄り 20人程で、50台が多い） 

 ・下中野地区は、区域外で跡継ぎしか土地を買えないので、農家が多くお年寄り世帯が多い。 

老人クラブを運営しているが、５～６人しか集まらない。 

女性より男性が出てくる。 

   （70世帯 100人 100歳以上が 72人 中学生 4人と子どもが少ない） 

○地域交流に、大学は何を望んでいるか？ 

 →専門性を活かすことや、施設（図書館等）の利用で、地域の活性化を考えている。 

○提案 

 ・中野地区について知ることも必要ではないか？ 



  短期大学のＦＤ活動で、中野地区の説明を 30分ほどしたことがある。 

  地域の歴史を話す場を設けると良い。公民館に来てもらっても良い。 

 ・美人坂の県道の伐採について、大学からＹショップまでの横断歩道修復について 

大学からも県に要請して欲しい。（通学路という理由で） 

 ・地区に大学を２つも擁しているので、活性化につなげたい。 

 ・お年寄りも音楽には敏感なので、そのような催し物を地域にも情報発信をして欲しい。 

  チラシなどがあれば回覧板でまわすこともできる。 

 ・体育館や運動場の利用を大学が提案したところ、 

上中野地区はソーラー近くの運動場があり、雨天時のみ体育館を借りている。 

運動会はなく、ミニバレーのみ実施している。 

 ・地区と大学が共に計画すると、参加が多くなると思うので、生涯学習などについて、 

区長との企画会議を提案された。 

 

○大学祭 10/21・22について 

 ・下中野地区は、年齢的に参加する人がいない。 

 ・上中野地区は、何人か参加している。 

 ・広報チラシは、各地区に 10部あれば配布できる。 

 
 


